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１． はじめに 

『日本語歴史コーパス』1の設計と構築においては、江戸時代までの口語性の強い資料群
を優先してコーパス化のための基礎的研究を行っている。一方、文語性の強い資料も、日
本語史研究においては重要であり、そのコーパス化も望まれる。現在、国立国語研究所コ
ーパス開発センターで取り組んでいる日本語史資料のコーパス化は、①平安時代の和文資
料（2013 年度完成公開予定）、②室町時代の狂言資料、③平安鎌倉時代の和漢混淆文資料、
④江戸時代の洒落本資料の順で作業に着手している。 

そのうち、①、②、④が口語性の強い資料群、③が文語性の強い資料群である。③につ
いては、『今昔物語集』『宇治拾遺物語』『方丈記』『徒然草』などのコーパス化を試行して
いるが、その中で量的にも大部で、コーパス化にあたって技術的な問題も多い、『今昔物語
集』の研究に力を入れている。本稿は、試作中の『今昔物語集』のコーパスのデータの一
部を用いて、その語彙の特徴を、平安時代の和文資料を対象としている『日本語歴史コー
パス 平安時代編』（先行公開版）の語彙と比較しながら、文体的な観点で述べていきたい。 

２．『今昔物語集』のコーパス化 

コーパス化を行う『今昔物語集』（以下、『今昔』と略称）の本文は、小学館の「新編日
本古典文学全集」の『今昔物語集 1～4』（馬淵和夫・国東文麿・稲垣泰一校注）により、コ
ーパス構築のために小学館から国立国語研究所に提供された電子テキストを利用している。
新編全集の『今昔』は、巻 1～10の天竺震旦部は収録しておらず、巻 11～31の本朝部のみ
を収録しており、コーパス化の対象もこの範囲になる。新編全集の底本は、巻 12･17･27・
29 の 4 巻は『今昔』の最古の写本である鈴鹿本（現在は、京都大学図書館蔵、鎌倉時代書
写）、巻 11・13･14･15･16･19･20･22･24は実践女子大学本、巻 23･25･26･28･30･31は東京大
学国語研究室本である。コーパスの試作は、鈴鹿本現存巻である巻 12 から着手しており、
本稿でも巻 12のデータを用いる。 

『今昔』に対する形態素解析は、まず「中古和文 UniDic」を用いて自動形態素解析を行
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い、未知語となった語を辞書登録して、『今昔』を解析するための UniDicを整備していると
ころである。第一段階の作業として『今昔』巻 12に対して形態素解析を実施し、その結果
を目視で確認して、誤解析の修正と揺れの統一を手作業で行った。その作業での単語の認
定基準は、小木曽・小椋・須永（2012）が、中古和文を対象として定めた、短単位規程に
従うが、『今昔』に適用するにあたって一部変更したところがある。 

３．『今昔』巻 12の性格 

 『今昔』は、和漢混淆文の作品であるが、全 31 巻（うち 3 巻は欠巻のため、実際は 28

巻）のうち、はじめの方の巻は漢文訓読体としての性格が強く、後の巻に進むにつれて漢
文訓読体としての性格は弱まり和文体としての性格が強まっていくという性質を持ってい
る。巻 12はその半ばよりも少し前に位置付いており、漢文訓読体がまだかなり強いが、説
話によっては和文体の要素を含んでいるものも交じっている。巻 12には、塔の建立、法会
の起源、諸仏の霊験、法華経の霊験などの説話 40 話が集められている。『日本霊異記』を
依拠資料とするものが 16 話あるほか、『法華験記』、『三宝絵』を依拠資料とするものがそ
れぞれ 10話、6話あり、これらは漢文系の資料で、『今昔』の説話も漢文訓読体である。一
方、和文体の『古本説話集』または『宇治拾遺物語』と同文的であり、それらの共通母胎
である散逸した『宇治大納言物語』を依拠資料とする説話が 3話あり、『今昔』の説話もや
や和文に近づいた文体になるが、『今昔』の後半の巻に多い和文的な説話に比べるとかなり
硬い。このほか、依拠資料が未詳のものが 5 話ある。以上を総合すると、部分的に和文体
に少し近い軟らかい文体も交じっているものの、巻 12全体では漢文訓読体としての性格を
持つ硬い文体であると言うことができる。 

『今昔』巻 12の語彙は、記号類と付属語を除くと、短単位で集計して、延べ語数 17,685

語、異なり語数 2,578語である。比較対象に用いる、『日本語歴史コーパス 平安時代編』は、
延べ語数 378,106 語、異なり語数 11,139 語である。なお、同語か異語かの判別は、『中納
言』で取得できる UniDic による付加情報のうち「語彙素読み」「語彙素」「語彙素細分類」
「品詞」「活用型」の五つのうちいずれか一つが違っていれば、異なる語と認定する基準を
立てて行った。 

４．『今昔』巻 12の語彙と平安和文の語彙との比較―品詞と語種― 
4.1 品詞 

 

図１ 今昔巻 12 と和文の品詞構成（延べ語数）   図２ 今昔巻 12 と和文の品詞構成（異なり語数） 
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まず品詞構成を比較しよう。図１は延べ語数、図２は異なり語数の比較である。品詞の
分類枠は、UniDicの大分類をもとに、「名詞・代名詞」「動詞」「形容詞・形状詞」「接続詞・
副詞・連体詞・感動詞」「接頭辞・接尾辞」の 5つにまとめた。 

延べ語数（図１）では、『今昔』巻 12 は、和文に比較して、名詞・代名詞の比率がかな
り高くなっており、形容詞・形状詞の比率は大幅に低くなっている。これは、一般に、漢
文訓読文は主語や目的語など名詞に相当する語句を表示しやすく、和文は人物の状態や感
情など形容詞・形状詞に相当する語句を表示しやすいという、それぞれの文体で書かれる
文章の性質によるものだと考えられる。また、全体に占める分量は多くないが、図１では、
接続詞・副詞・連体詞・感動詞、および接頭辞・接尾辞の比率も、和文で高く『今昔』巻
12 で低くなっている。これらの分類には、多様なものを含めてしまっているため、さらに
細分類して、このような差が出る理由について、今後、よく分析していく必要がある。 
そして、異なり語数（図２）では、『今昔』巻 12 と和文との違いは、延べ語数の場合ほ
どには大きくない。それでも、『今昔』巻 12 は和文に比べて、名詞・代名詞の比率が高く、
動詞、形容詞・形状詞の比率が低い。延べ語数では差がなかった動詞にも、差が見られる
ようになっている。そして、接頭辞・接尾辞の比率は、延べ語数の場合と反対に、『今昔』
巻 12 の方で高くなっている。このような異なり語数のデータに見られる、品詞構成上の特
徴が何を意味するのかについても、各品詞の中に含まれる語彙の内訳を見て、よく分析し
ていく必要があるだろう。 
 
4.2 語種 

 
図３ 今昔巻 12 と和文の語種構成（延べ語数）   図４ 今昔巻 12 と和文の語種構成（異なり語数） 

 

次に語種分布を比較しよう。延べ語数（図３）でも異なり語数（図４）でも、『今昔』巻
12 は和文に比べて、漢語の比率が非常に高くなっており、その分和語の比率が大幅に低下
していることが明らかである。『今昔』巻 12 の漢語の比率が、延べ語数よりも異なり語数
の方でより高いのは、漢語は、繰り返し用いられる基本的な語には少なく、何度も用いら
れない周辺的な語には多いことを意味していよう。漢文訓読文としての性格が強い『今昔』
巻 12 に漢語が多いことは当然のこととも言えるが、見方を変えれば、『今昔』巻 12 におけ
るその比率は、延べ語数で 16％程度、異なり語数でも 30％に達しておらず、語彙の大勢は
和語が占めていることも確認できる。 
前田（1984）は、漢文訓読資料や和漢混淆文資料についての諸調査をもとに、語種比率
を表にまとめているが、そこで示された漢語比率と今回の『今昔』巻 12 の調査結果とを一
つの表にして示すと表１のようになる。１が漢文訓読資料、２～７は和漢混交文資料であ
る。 
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表１ 平安時代から室町時代の漢文訓読文・和漢混淆文の語種比率 

 文献資料 成立期 調査者 漢語比率（延べ語数） 漢語比率（異なり語数） 

1 興福寺本大慈恩寺三蔵法師伝 11 世紀末 築島裕 43.4% 85.8% （混種語含む） 

2 今昔物語集全巻 12 世紀初 有賀嘉寿子 ― 41.9% （混種語含む） 

3 今昔物語集巻 12 12 世紀初 田中牧郎 16.2% 29.4% 

4 保元物語 13 世紀初 西田直敏 ― 27.8% 

5 平治物語 13 世紀後 西田直敏 ― 34.5% 

6 平家物語 13 世紀後 白井清子 23.1% 49.4% 

7 史記抄 15 世紀初 柳田征司 ― 58.5% 

 
 表１にあがる調査は、混種語を漢語に含めるか否かや、一語と認定する単位などが、そ
れぞれの基準に基づいているので、そのままでは比較できない。表１の２番にあがる『今
昔』の全巻を調査した有賀（1982）のデータと、本稿のデータの差の要因も、全巻と巻 12
の違いによる面と、調査単位の違いによる面の両方があるだろう。このように表１の諸デ
ータは単純に比較できるものではないが、どの文献資料においても、平安和文に比較して
漢語の比率は非常に高い。今後は、表１にあるような代表的な漢文訓読資料・和漢混淆文
資料に対して、UniDic の斉一な単位認定基準にしたがった語種調査を行っていき、この系
統の文体での漢語比率の変化とその背景などを跡づけていくことが望まれよう。 

５．『今昔』巻 12と和文との共通語彙  
5.1 頻度による語彙のレベル分け 

４節では、品詞や語種の観点で語彙の全体的な比較をしたが、本節と次節では、個別の語
について考察していこう。まず、『今昔』巻 12 と和文とで共通する語彙を見ていこう。こ
こでは、どちらにもよく用いられる共通の高頻度語彙を抽出する。 
まず、『今昔』巻 12 の語彙を度数順に並べ、度数 10 以上の高頻度語彙（338 語）、度数５

～９の中頻度語彙（330 語）、度数 4以下の低頻度語彙（1909 語）の三つのレベルに分けた。
『今昔』巻 12 において、延べ語数 17,685 の中で、高頻度語彙の累積度数（12,342）が占
める比率（カバー率）はちょうど 70％となり、同じく高頻度語彙と中頻度語彙を合わせた
もの（14,446）のカバー率は 82％となる。この 70％、82％という数字を基準にして、和文
の語彙についても、同じように、高頻度語彙、中頻度語彙、低頻度語彙の三つのレベルに
分けた。その概要をまとめたのが、表２である。 
 
表２ 頻度による語彙のレベル分け 

 今昔巻 12 和文 
カバー率 

度数区間 語数 度数区間 語数 

高頻度語彙 10～446 338 131～17,272 461 ～70% 

中頻度語彙 5～9 330 52～130 562 70～82% 

低頻度語彙 1～4 1,909 1～51 10,116 82～100% 

全体 1～446 2,578 1～17,272 11,139 ― 
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5.2 共通の高頻度語彙 

 表２の「高頻度語彙」に配属された、『今昔』巻 12 の 338 語と、平安和文の 461 語を突
き合わせると、共通するものは 168 語となる。この 168 語は、和文にも漢文訓読文にもよ
く使われる、平安時代の基本語彙であると見てよいものと思われる。先に分類した五つの
品詞に分けて、次に掲げる。 
 
●名詞・代名詞 

尼、哀れ、家、如何、命、今、院〔名〕、院〔接尾〕、上、内、女、彼、方、形、守、川、木、君〔名〕、

君〔代名〕、国、車、是、声、心、事、此れ、先、里、十、其、空、其れ、為、使い、常、罪、手、

時、所、年、年頃、名、中、何、涙、日、後、母、日、一、人、一人、他、程、仏、前、真（マコト）、

身、水、自ら、道、皆、昔、元、者、物、山、故、夢、世、夜、様（ヨウ）、由、童、我 

●動詞 
会う、合う、明ける、有る、言う、行く、出でる、居る、入る、入れる、失せる、得る、置く、覚え

る、思う、おわします、返る、掛ける、語る、聞く、聞こえる、来る、籠もる、然り、従う、知る、

過ぎる、捨てる、住む、為る、絶える、立つ、奉る、立てる、給う〔四段〕、給う〔下二段〕、遣わす、

付く、作る、問う、取る、泣く、嘆く、成す、成る、宣う、上る、乗る、始める、引く、臥す、経る、

参る、見える、見る、召す、申す、詣でる、持つ、止む、遣る、許す、読む、寄る、渡る 

●形容詞・形状詞 
多い、恐ろしい、同じい、限り無い、高い、無い、長い、久しい、深い、やんごとない 

●接続詞・副詞・連体詞・感動詞 
斯く、必ず、更に、少し、唯〔副詞〕、唯〔形状詞〕、猶、先ず、又〔接続詞〕、又〔副詞〕、良く 

●接頭辞・接尾辞 
御、日（カ）、大（ダイ）、つ、殿（ドノ）、共（ドモ）、御（ミ） 

 
 『今昔』巻 12 の高頻度語の約半数は和文でも高頻度語彙で、基本的な語彙の半分程度は
重なることが分かる。一方、『今昔』巻 12 の中頻度語彙 330 語のうち、和文でも中頻度語
彙であるものは 65 語に止まる。中頻度語彙は、『今昔』巻 12 と和文とであまり重ならない。
今後は、中頻度語彙、低頻度語彙も含めた、語彙の詳細な比較も必要になっていこう。 

６．『今昔』巻 12に特有の語彙 
6.1 『今昔』巻 12 の高頻度語彙で和文では使われない語彙 

次に、和文と比較した際に『今昔』巻 12に特有の語彙となるものを抽出し、それがどの
ような性質のものか考えてみよう。 

まず、『今昔』巻 12 では高頻度語彙でありながら、和文には全く使われていない語を抽
出すると、次の 26語となった。 

 

●名詞・代名詞 

安置、願主、奇異、ゲンシン（源信：人名）、金堂、聖人、織冠、書生、像、読誦、父母、法会、放

生、維摩、霊験、礼拝 

●動詞 

与える、哀れむ、降りる、住する、在（マシマ）す 

●形容詞・形状詞 
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専（もはら） 

●接続詞・副詞・連体詞・感動詞 

極めて、暫く、既に 

●接頭辞・接尾辞 

  歳（サイ） 

 

下線を付したのは、漢語または梵語あるいは混種語で、名詞・代名詞と接頭辞・接尾辞
には、和語はない。動詞、形容詞・形状詞、接続詞・副詞・連体詞・感動詞には和語が多
いが、それらはすべて、山田（1935）、築島（1965）、築島（1969）などによって、漢文訓
読語であると指摘されているものである。『今昔』巻 12 における基本的な語彙でありなが
ら和文では全く使われていない語彙は、人名以外では、漢語、梵語、混種語、漢文訓読語
のいずれかであるということになる。 

 

6.2 『今昔』巻 12 の高頻度語彙で和文では特に頻度が低い語彙 

『今昔』巻 12の高頻度語彙のうち、和文に使われていても、その使用頻度が極めて低い
ものは、6.1で扱った語彙に準じる扱いをしてよい語であると思われる。表２において「低
頻度語彙」とした和文の語彙は 10,116 語もある。量の少ない『今昔』巻 12 の語彙の分類
に合わせて、カバー率 82%以上のところに位置付く語彙がすべてここに分類されているが、
量の多い和文の語彙については、これらをさらに段階に分けて、さらに低頻度の語彙だけ
を取り出すこともできる。そこで、カバー率 97%以上という基準を立てると、度数区間が 1
～4の特に頻度の低い語彙 6,570 語を抽出することができた。 
『今昔』巻 12 で高頻度語彙でありながら、和文では特に頻度の低い語彙となるものを取
り出すと、28 語になった。その 28 語の用例を、『中納言』を用いて、『日本語歴史コーパス 
平安時代編』で検索し、検索結果画面に表示される、地の文か発話部分か、和歌・詞書・
手紙・序文などのその他の部分かといった、使用箇所を確認して、表３に整理した。表３
の「語」の列に＊を付けた語は、漢語・梵語・混種語のいずれかのもので、＊の付いてい
ないものは和語である。作品名は頭文字で示し、数字は使用件数で数字のないものは 1 件
であることを意味している。 

この表から、これらの語は、女性発話の部分に用いられることがないことが分かる。「性
不明発話」としたところは、登場人物名が『中納言』の検索結果には表示されないものだ
が、該当箇所の作品本文を読んで確認をしていくと、女性であるものが 3 件見つかる。次
の通りである。 
   

  大悲者には、他事（ことごと）も申さじ。あが姫君、大弐の北の方ならずは、当国の
受領の北の方になしたてまつらむ。三条らも、随分にさかえて返し申しは仕うまつら
む。（源氏物語・玉鬘・三条という女房の発話） 

「一乗の法ななり」など人々も笑ふ事の筋なめり。（枕草子・「御方々、君達、上人な
ど、御前に」・女房達の発話） 

昨夜『物言はむ』とて来りしを、（落窪物語・巻一・あこぎの発話） 
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 表３ 『今昔』巻 12 の高頻度語で和文で特に頻度の低い語 和文における使用箇所 

語 品詞 地の文 男性発話 女性発話 性不明発話 その他 

希有* 名詞   1（源：僧都）       

持経* 名詞 2（源 2）         

釈迦* 名詞 3（源、枕 2）     1（源）   

舎利* 名詞         1（古：詞書） 

修行* 名詞 2（伊、枕） 1（源：光源氏）       

大門* 名詞 1（枕）         

天皇* 名詞 4（伊、源 3）         

塔* 名詞 2（源、紫）         

童子* 名詞 2（落、枕）         

女人* 名詞   2（源：律師・僧都）       

法（ホウ）* 名詞 2（源 2）     1（枕）   

房（ボウ）* 名詞 1（大）         

諸々 名詞         1（古：序） 

薬師* 名詞 4（源 2、枕 2）         

致す 動詞 1（伊） 1（源：律師）       

終わる 動詞 1（伊） 2（源 2：入道・律師）       

来たる 動詞       1（落） 1（源：和歌） 

講ずる* 動詞 4（源 4）         

叫ぶ 動詞         1（古：詞書） 

然り 動詞 1（土）     1（竹） 2（古：和歌、竹：手紙） 

尊ぶ 動詞 1（源）         

説く 動詞 3(枕２、紫 1） 1（源：光源氏）       

在（マシマ）す 動詞 1（大） 1（源：供人）     1（古：詞書） 

速やか 形状詞       1（土）   

但し 副詞       2（竹）   

漸く 副詞 1（土）       2（古：詞書 2） 

会（エ）* 接尾辞   1（源:使）     1（古:詞書） 

者（シャ）* 接尾辞 2（伊、枕） 1（源：光源氏）   1(源）   

 

 第一例の『源氏物語』玉鬘の三条という女房は田舎者として造型されており、引用箇所
の発話部分には「者」のほか、「大悲」「当国」「受領」「随分」など漢語が多く用いられて
いる。「受領」以外は、和文で使われることは極めて珍しいもので、この発話が異常な言葉
遣いとして描かれているところである。第二例の『枕草子』での女房達の発話は法華経の
引用文である。そして、第三例の『落窪物語』のあこぎの発話は、通常の発話部分である
が、これは「来たる」という動詞ではなく、「来（く）」（動詞）＋「たり」（助動詞）と認
定すべきものが誤って動詞「来たる」と認定されたものであろう。こう見てくると、通常
の女性の発話で用いられた例は皆無ということになる。男性の発話者も、僧都、阿闍梨、
律師といった仏教関係者が目立つ。これらのことから、この 28語はかなり硬い文体的価値
を持った語であると見ることができよう。実際、漢語が多く、和語のうち、「諸々」「致す」
「終わる」「来たる」「然り」「尊ぶ」「説く」「在す」「速やか」「但し」「漸く」などは、6.1

で見た諸語と同じく、山田（1935）、築島（1965）、築島（1969）などで漢文訓読語とされ
ているものである。 

 「叫ぶ」だけは、先行研究で漢文訓読語とされていないものであるが、その和文での使
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用例は次のものである。 

 

法皇、西川におはしましたりける日、「猿、山の峡に叫ぶ」といふことを題にて歌よ
ませ給うける 

  わびしらに猿（ましら）な鳴きそあしひきの山のかひある今日にやはあらぬ 

 （古今和歌集・雑体・一〇六七・詞書） 
 

詞書に用いられる「猿、山の峡に叫ぶ」は、新編日本古典文学全集の注によると、漢詩
の題詞に「猿叫峡」とあったものであり、「叫ぶ」はその訓読と考えられる。これに相当す
る内容は、和歌では「鳴く」が用いられている。したがって、「叫ぶ」も、漢文訓読語であ
ると見ることができよう。 

以上のように、『今昔』巻 12 の高頻度語彙のうちで、和文の語彙と比較した際の特有語
は、漢語・梵語・混種語もしくは漢文訓読語のいずれかであると見ることができる。「叫ぶ」
のように従来は見逃されていた漢文訓読語を特定していくこともできる。本稿では、比較
対象とした和文で特に頻度の低い語彙を度数４以下の語としたが、度数５以上の語にも、
和文での用例の出方が偏っているものもある。比較対象とする和文の語彙の範囲を拡大す
れば、「叫ぶ」のような漢文訓読語を、さらに数多く発見していくこともできると考えられ
る。 

７．おわりに 
本稿で報告したのは『今昔』のうち巻 12だけのデータに基づくものであったが、『今昔』
の語彙と和文の語彙を比較することで、文体的観点から、語彙を分類していくことが様々
に可能になることを示した。『今昔』の他の巻のデータを整備し、『日本語歴史コーパス 平
安時代編』と比較していくことで、文体から見た語彙の分析を総合的に進めていくことが
できるようになるだろう。 

 

付記 

本研究は、国立国語研究所共同研究プロジェクト「通時コーパスの設計」（プロジェクトリ
ーダー：近藤泰弘）、及び、日本学術振興会科学研究費基盤研究（B）「和漢の両系統を統合
する平安・鎌倉時代語コーパス構築のための語彙論的研究」（24320086、研究代表者：田中
牧郎）による成果の一部です。 
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小木曽智信・小椋秀樹・須永哲矢（2012）「中古和文 UniDic 短単位規程集」（科研費報告
書） 
築島裕（1965）『平安時代の漢文訓読語につきての研究』（東京大学出版会） 
築島裕（1969）『平安時代語新論』（東京大学出版会） 
前田富祺（1984）「語種構造の漸移相」（『日本語学』3-9、明治書院） 
山田孝雄（1935）『漢文の訓読によりて伝へられたる語法』（宝文館） 
 

第4回コーパス日本語学ワークショップ予稿集 （2013年9月，国立国語研究所）

124


	文体から見た『今昔物語集』の語彙―『日本語歴史コーパス 平安時代編』と比較して―（田中 牧郎）

	１． はじめに
	２．『今昔物語集』のコーパス化
	３．『今昔』巻12 の性格
	４．『今昔』巻12 の語彙と平安和文の語彙との比較―品詞と語種―
	4.1 品詞
	4.2 語種

	５．『今昔』巻12 と和文との共通語彙
	5.1 頻度による語彙のレベル分け
	5.2 共通の高頻度語彙

	６．『今昔』巻12 に特有の語彙
	6.1 『今昔』巻12 の高頻度語彙で和文では使われない語彙
	6.2 『今昔』巻12 の高頻度語彙で和文では特に頻度が低い語彙

	７．おわりに
	付記
	文献



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




